
自然界の物質質量の大部分を担っている原子核は、陽子と中性子(核子と総称します)が複数個結びついた量子複合系です。天

然に存在している原子核は陽子と中性子の個数がバランスしていますが、そのバランスを崩れた場合でも、多くはバラバラ

にならず、有限の寿命をもつ核子多体系として存在します。この場合、陽子数は原子番号です。例えば陽子数が6個の場合、

原子番号6番の炭素になります。最もたくさん存在する炭素原子の重さは、12ですので、質量数12の炭素原子の中には、中

性子が6個含まれていることになります。したがって周期表の元素は1番水素（陽子数＝１）など天然には92種類ほどの元素

が存在します。バランスが崩れた極限である「中性子だけでできた原子核つまり原子番号ゼロ番元素の原子核」が存在する

か否かは古くからの重要な問いとされてきました。一方、宇宙には、中性子星には10の57乗個もの中性子を主成分とする

「中性子星」が存在します。中性子星の構造の理解のためには複数の中性子間の力や相関を知ることが鍵であり、実験室で3

個以上の中性子だけでできた原子核を生成する試みがなされてきました。こうした背景のもと、理化学研究所のRIビーム

ファクトリー施設で行われた２種類の実験で、４個の中性子が強く相関したテトラ中性子核が観測されました。本セミナー

ではこれらの実験研究の特徴と結果について紹介するとともに、今後の研究の展開についても議論したいと思います。
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